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Johnson J-Edit概略：

J-EditはJohnson J-Station専用のパワフルなエディター、ライブラリアン、そしてコントローラー･ソフト
ウェアです。このエディターはJ-Stationパラメーターへの素早くそして簡単なアクセスを与え、プリセット
およびバンクのための自由度の高いエディット方式を提供します。J-EditではJ-Stationに対して以下の操作
が可能です。

● プリセットの新規作成、編集、保存、復帰、入れ換え。

● バンクの新規作成、編集、保存、復帰、入れ換え。

● プリセットおよびバンクへのネーミングとコメントの付加。

● ユーティリティー･セッティングの変更。

J-Editは、パーソナル･コンピューター（以下PC）上で動作するソフトウェアです。J-StationはPCに装備
されたMIDIポートを通じてJ-Editと同期します。J-StationとJ-Editは常に同期しており、J-Editで行った
変更はすぐにJ-Stationのサウンドに反映され、J-Stationで行った変更もすぐにJ-Editに反映されます。

J-Editは、エディターとライブラリアンの二つの機能を持ち、驚くほど多様で優れたギターおよびベース用の
サウンドを作成するために、J-Station のすべてのパラメーターを容易にエディットすることを可能にしま
す。そしてエディットしたサウンドはひとつのプリセットとしてPCのハードディスクに保存することができ
ます。この時、プリセットに名称を付けたり、サウンドの特徴を記載しておく事も可能です。また、30のユー
ザー･プリセットすべてをまとめてハードディスクに保存することも可能です。これらのサウンド･データは
無限に保存することができ、いつでもJ-Stationに戻すことができるため、気に入ったサウンドはJ-Station
のメモリー制限を気にすることなくキープできます。また、友人のつくったサウンドやインターネット上に
アップロードされているサウンド･データを利用することもできますし、自分のサウンドを他の人へあげるこ
ともできます。

J-Editは、J-Stationの全てのパラメーターを理解しやすいレイアウトで表示します。そして、マウスやポッ
プアップ･ ウィンドウ、数値入力によって素早くサウンドをエディットすることができます。サウンドをエ
ディットするウィンドウはエディット･ウィンドウと呼ばれ、エディット･ウィンドウは複数を同時に開いて
おくことができます。最も手前のエディット･ ウィンドウ（アクティブ･ ウィンドウ）のセッティングがJ -
Stationに送られ、アクティブ･ウィンドウが変更されればJ-Stationのサウンドもすぐに変更されます。した
がって、ふたつのサウンドの比較などが容易に素早く行うことができます。エディット･ウィンドウを閉じる
とそのサウンドは失われてしまいます。J-Editは保存せずにウィンドウを閉じるとき、警告を発するので、サ
ウンドに名前やコメントを付けて保存してください。

J-Edit にはバンク･ウィンドウと呼ばれるもうひとつのウィンドウが存在します。このバンク･ウィンドウに
はJ-Stationのユーザー･バンク（30プリセット）を一覧表示するウィンドウで、このウィンドウから呼び出
したいプリセットをマウスでクリックすることでJ-Stationがプリセット･チェンジを行います。

動作環境：

J-Editは以下の環境で動作します。

対応OS ：Windows 95 / 98

CPU ：Pentium 166MHz以上

メモリー ：16MB以上

ビデオ ：16bit

MIDI ：MIDI InおよびMIDI Outポートを持つMIDIインターフェイス

上記環境は最低必要環境です。
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J-Editのインストール：

● 付属のCD-ROMあるいはダウンロードしたファイルから JEdit.exeを実行します。

● 上記ダイアログが表示されたら SetUpをクリックします。ファイルの解凍が始まります。

● 解凍が終了すると自動的にインストーラーが起動します。

● Nextをクリックします。

● ソフトウェアのインストール先を指定し、Nextをクリックします。
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● スタート･メニューへの登録先を指定してNextをクリックすると、インストールが実行されます。

● J-Editの起動には再起動が必要になります。すぐに再起動するならばYesを選択し、後に再起動するな
らばNoを選択して Finishをクリックします。

MIDI関連のセッティング：

J-EditはPC上で動作するソフトウェアです。J-Editが動作するPCとJ-StationはMIDIによって双方向通信
します。したがって使用するPCには、MIDI InポートとMIDI Outポートの両方を備えたMIDIインターフェ
イスが必要になります。

PCとJ-Stationを接続する前に、J-StationのMIDI In or J8 Selector SwitchをMIDI In側へ切り替えてくだ
さい。J8側でMIDI機器へ接続すると、MIDI機器を破損させるおそれがあります。

J-StationのMIDI InをPCのMIDI Outへ、J-StationのMIDI OutをPCのMIDI Inへ、それぞれMIDIケー
ブルを使用して接続し、全ての接続が終了したら各機器の電源をオンにします。



Page-6

J-Editの起動：

［スタート］→［プログラム］→［Johnson Amplification］→［Johnson J-Edit］を選択するとJ-Editが起動
します。

J-Editの起動時には、オート･ディテクト機能が自動的に作動し、PCとJ-Stationの接続を自動的に検出し、
接続が正しければ、J-Stationのユーザー･メモリー･バンクのデータと現在のユーティリティー･セッティン
グをPCに吸い取り、J-Editのウィンドウにバンク･ウィンドウを表示させます。

オート･ディテクト機能によって一度MIDIセットアップが確立されると、２回目以降の起動にこの機能は作動
しません。しかし、MIDIインターフェイスが異なるものに交換された場合など、PCに保存されているセッティ
ングと異なる環境を発見した場合には、再びオート･ディテクト機能が作動します。

もしも、オート･ディテクト機能によって正しい接続が検出できない場合には以下の表示が現れます。

OKをクリックして、MIDIの接続を確認してから、メニュー［MIDI］→［Resync with J-Station］を実行し
て再同期を行ってください。それでも同期できない場合には、お持ちのシーケンサー･ソフトなどを起動し、J-
Stationへプログラム･チェンジ･メッセージを送信するなどしてPCとJ-StationがMIDI接続されているかを
確認してください。

ファームウェア（システム･ソフトウェア）のアップデート：

もしもJ-Stationのバージョンが１．4よりも古いものであれば、以下の警告が表示されます。これは現在の
ファームウェアがJ-Edit と完全な互換を持ったバージョンで無いために、ファームウェアのバージョンアッ
プを促す表示です。

この警告が現れた場合には、J-Editインストール時に同時にインストールされるJ-Updaterを使って、ファー
ムウェア（ROMに書込まれたシステム･ソフトウェア）のバージョンアップを行う必要があります。J-Updater
には最新のファームウェアが付属していますので、以下の手順に従ってアップデートを行ってください。

● OKをクリックします。

● もう一度警告が現れます。OKをクリックしてください。
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● J-Edit にはJ-Stationから吸い上げたユーザー･プリセット･バンクのプリセット一覧（ユーザー･バン
ク･ウィンドウ）が表示されます。すでにオリジナルのサウンドをJ-Station内に保存している場合に
は、［File］→［Save As］を実行して現在のユーザー･プリセットすべてをPCに保存してください。ファー
ムウェアのアップデートを行うと全てのユーザー･メモリーが消去されてしまいます。

● ［スタート］→［プログラム］→［Johnson Amplification］→［J-Updater］を選択すると、J-Updater
が起動します。

● MIDI Input DeviceおよびMIDI Output Deviceに正しいMIDIポートが選択されていることを確認しま
す。もしも不正なポートが選択されているのであれば、ポートが表示されているボックスをクリック
し、表示されたりスト中から正しいポートを選択してください。

● Select Virsionをクリックします。

● 現在のユーザー･プリセットが失われる旨の警告が出ます。Yesをクリックします。

● ファームウェア･ ファイルを指定する表示が現れます。デフォールトのインストールでは、［マイコン
ピューター］→［Cドライブ］→［Program Files］→［Johnson Amplification］→［J-Updater］フォ
ルダ内に Js_14.h00ファイルがあります。それを選択して開いてください。

● ファイルを開くと同時にファームウェアのアップデートが始まります。アップデート作業にはおよそ
３分程要します。アップデートが完了するとJ-Updaterウィンドウの下段に“Factory Reset All Done”
と表示されます。

● J-Updaterを終了します。

● J-Editを起動し、再同期します。もしもJ-Editを再起動させていないのならば、［MIDI］→［ReResync
with J-Station］を実行して再同期させてください。

● ［File］→［Open］を選択し、先ほど保存したユーザー･プリセット･バンクを開きます。

● ［File］→［Store Bank to J-Station］を実行して、先程保存したユーザー･プリセット･データをJ-Station
へ戻します。

● 先程開いたユーザー･プリセット･バンク･ウィンドウを閉じます。
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バンク･ウィンドウについて：

バンク･ウィンドウは30個のユーザー･プリセットを一覧表示するウィンドウです。バンク･ウィンドウでは
以下のことが可能です。

● ユーザー･プリセットの呼び出し（プリセット･ネームをシングル･クリック）

● ユーザー･プリセットのエディット･ウィンドウ起動（プリセット･ネームをダブル･クリック）

● ユーザー･プリセットのコピー&ペースト（右クリックメニューから実行）

● ユーザー･プリセットのエクスポート&インポート（右クリックメニューから実行）

● ユーザー･プリセットの順序変更（プリセット･ネームをドラッグ･アンド･ドロップ）

● 新規バンク（バーチャル･バンク）の作成（［File］→［New Bank］）

● バーチャル･バンクへのユーザー･プリセット･コピー（プリセット･ネームをバーチャル･バンク･ウィ
ンドウへドラッグ･アンド･ドロップ）

● バンク管理（バンクの保存、バンク･ネーム/バンク･コメントの付加）

バンク･ウィンドウからのプリセット呼び出し：

ブラックの背景に、ホワイトのプリセット･ネームを表示しているのが、常にJ-Stationと同期しているユー
ザー･バンク･ウィンドウです。このウィンドウ上でマウスをシングル･クリックすると、そのプリセット･ネー
ムは強調表示にかわり、同時にJ-Stationのプリセットも変更されます。J-StationのData Knobではプリセッ
トの順送りしかできませんが、J-Editでは任意のプリセットをダイレクトに呼び出すことができます。また、
プリセット･ネームをマウスでダブル･クリックすることで、そのプリセットのエディット･ウィンドウを起動
し、サウンドのエディットが行えます（詳細は11ページ参照）。
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バンク･ウィンドウの右クリック･オプション：

プリセット･ネームを右クリックすることで様々なオプションを起動できます。

Edit Preset: 右クリックしたプリセットのエディット･ウィンドウを起動します。

Store Preset to Bank: 右クリックしたプリセットをバンク･ウィンドウの任意の場所へ上書きします。

Export Preset: 現在のプリセットをファイルへ書き出します。

Import Preset: ファイルからプリセットを読み込みます。

Copy: 右クリックしたプリセットをクリップボードにコピーします。

Paste: 直前にコピーしたプリセットを右クリックした場所へペーストします。

Bank Comments: 現在のバンクに注釈（コメント、英語のみ）が入力できます。

Preset Comments: 右クリックしたプリセットに注釈（コメント、英語のみ）が入力できます。

Rename Preset: プリセット･ネームを変更できます。

バンク･ウィンドウでのプリセットの並べ替え：

プリセット･ネームをドラッグ･アンド･ドロップすることで、プリセットの配置を替えることができます。
プリセットをジャンルごとに整理したり、曲の進行に沿ったプログラム順に並べ替えることができます。

新規バンク（バーチャル･バンク）の作成：

［File］→［New Bank］を実行することによって、新しいバンクを制作することができます。新しく制作され
たバンクは、バーチャル･バンク･ウィンドウと呼ばれ、ホワイトの背景にブラックのプリセット･ネーム表示
になります。
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このバーチャル･バンク･ウィンドウは前記のユーザー･バンク･ウィンドウとは異なり、J-Stat ion とユー
ザー･バンク･データの同期を行いません。したがって、バーチャル･バンク･ウィンドウ上でいかなるプリセッ
トを選択しても、J-Stationのサウンドは選択されたプリセットの状態に変更されますが、J-Stationのプリ
セット･ナンバーは変更されません。

このバーチャル･バンクはサウンド･ライブラリーを制作する目的で設けられたオプションで、ジャンルごと
にまとめたバンクを保存したり、１曲に使用したサウンドだけを集めて整理したり、J-Stationのメモリーに
入りきらなくなったサウンドをキープするためなどに利用します。

バーチャル･バンクは後述する手順によって、PCのハードディスクに無限に保存することができ、いつでも自
由に好みのバーチャル･バンクをJ-Stationのユーザー･バンク･メモリーに呼び戻すことができます。

バンク･ウィンドウ間のプリセット･コピー：

ユーザー･バンク･ウィンドウからバーチャル･バンク･ウィンドウへプリセット･ネームをドラッグ･アンド･
ドロップすることで、プリセットをバーチャル･バンクへコピーすることができます。この機能を使うことに
よって、現在のJ-Stationのプリセットから好みのものを、バーチャル･バンクへコピーできます。

もちろん、バーチャル･バンク･ウィンドウ間でも、ドラッグ･アンド･ドロップでプリセットをコピーできま
す。また、バーチャル･バンク･ウィンドウのプリセットをダブル･クリックしてプリセットをエディットする
ことで、J-Stationのユーザー･メモリーを一切変更することなくプリセットを制作できます。

バーチャル･バンクの保存：

ライブラリーとして完成したバーチャル･バンクは、バンク･ネームとバンク･コメント（英語のみ）を付加し
てハードディスクに保存することができます。保存したバーチャル･バンクはStore Bank to J-Stationを実行
することでJ-Stationのユーザー･メモリーへ転送することができます。

● 保存したいバーチャル･バンク･ウィンドウをアクティブ（最前面）にします。

● ［File］→［Save］もしくは［Save As］を選択します。

● バンク（ファイル）ネームおよびバンク･コメントを入力する画面が表示されます。

● 任意のバンク･ネーム、バンク･コメント（英語のみ）を入力し保存（Save）をクリックします。

バーチャル･バンクのオープンとJ-Stationへの転送：

ハードディスクに保存されたバーチャル･バンクは、J-EditでオープンすることでJ-Stationへ転送できるよ
うになります。

● ［File］→［Open］を選択します。

● J-Stationへ転送したいバーチャル･バンク（ファイル）を選択し、開く（Open）をクリックします。

● 開いたバーチャル･バンク･ウィンドウがアクティブ（最前面）になっていることを確認します。

● ［File］→［Store Bank to J-Station］を実行します。

● 選択したバーチャル･バンク･ウィンドウとユーザー･バンク･ウィンドウの内容が一致すれば、転送は
完了です。
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エディット･ウィンドウ：

プリセット･エディット･ウィンドウの起動：

ユーザー･バンク･ウィンドウ、もしくはバーチャル･バンク･ウィンドウ上で、プリセット･ネームをダブル･ク
リックすると、そのプリセットのエディット･ウィンドウが起動します。また、［File］→［New Preset］を実
行することで、新規にプリセットを制作することが可能です。

エディット･ウィンドウの操作方法：

エディット･ウィンドウは、J-Stationのプリセットを構成する全てのパラメーターが整然とレイアウトされ
たウィンドウです。このウィンドウで、マウスやキーボードを使ってセッティングを変更すれば、即座にJ-
Statioinのサウンドにもその設定変更が反映されます。つまりこの画面の設定＝現在のサウンドになります。

エディット･ウィンドウに配置されてる各バーチャル･コントローラーを、マウスで操作することでプリセッ
ト･セッティングを変更できます。

バーチャル･ボタンをクリックすると、エフェクトのオン/オフ等
がコントロールでき、アクティブなパラメーターはバーチャル･ボ
タンのLEDが赤く強調されます。各エフェクトのオン/オフ状態、
およびEffectsセクションのプリ/ポスト･ポジションは最下段の
シグナル･フロー･ダイアグラムに表示されます。エフェクトがア
クティブであれば、そのエフェクトは赤文字で表示されます。

バーチャル･ノブのセンター･ポジション（グリーンの点）を、マウ
スでクリックしたままノブの外周に沿って動かすと、本物のノブ
を操作しているようにパラメーターが連続して変動します。また、
バーチャル･ノブ上の任意のポイントをクリックすることで、その
場所へセンター･ポジションが瞬間移動します。
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アンプ･モデル等のタイプ･セレクト･パラメー

ターは、そのパラメーター･ フィールドをクリ
ックすることで利用可能なパラメーターがリ
スト･ アップされます。マウスを移動させて任
意のタイプをもう一度クリックすることでタ
イプが確定できます。

ディレイ･ タイムのようなパラメーター･ フィ

ールドの右側に上下のボタンが用意されてい
るものは、そのボタンを１クリックすることで
最小単位の増減、ホールドすることで連続変動
できます。

また、全ての操作はキーボードからでも可能です。Tabキーによってパラメーター･フィールドをひとつ先へ
移動させ、Shift＋Tabキーによってひとつ前のフィールドへ戻ります。数値パラメーターはキーボードから
直接数値を入力できます。アンプ･モデルなどのタイプ･パラメーターは方向キーによって選択できます。

エディット･ウィンドウの右クリック･オプション：

エディット･ウインドウのバーチャル･コントローラー以外のエリアで右クリ
ックすると、いくつかのオプションが実行できます。

Store to Bank: プリセットをユーザー･バンク･ウィンドウあるいはバー
チャル･バンク･ウィンドウの任意の場所へ上書きします。

Save: プリセットをハードディスクに保存します。

Save As: プリセットに別名を付けて保存します。

Comments: プリセットに注釈（コメント、英語のみ）を入力します。

プリセットの保存：

エディット･ウィンドウで制作したサウンドは、PCのハードディスク、あるいはJ-Stationに保存しない限り、
ウィンドウを閉じた瞬間に消去されてしまいます。J-Edit では保存されていないウィンドウを閉じる際に以
下の警告を表示します。

Save to Diskをクリックすると、プリセットをハードディスクに保存します。この時、プリセット･ネームと
プリセット･コメントが入力できます。

Store to Bankをクリックすると、バンク･ウィンドウの任意の場所にプリセットを上書きします。この時、上
書きするバンク･ウィンドウとプリセット･ロケーションが選択でき、プリセット･ネームを変更することがで
きます。

Discard Changesをクリックすると、プリセットを保存せずにウィンドウを閉じます。

Cancelをクリックすると、何もせずに元の状態に戻ります。
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ツール･バー･アイコンの機能について：

メニューの下のツール･バー･アイコンをクリックすることで、J-EditおよびJ-Stationの使用頻度の高い操作
が、マウス･クリックで実行できます。このツール･バーは［View］→［Toolbar］を選択し、チェック･マー
クを外すことでディスプレイから消すことができます。

新しいバーチャル･バンクを制作します。［File］→［New Bank］と同じ機能です。

新しいプリセットを制作します。［File］→［New Preset］と同じ機能です。

ファイル（保存したバーチャル･バンクあるいはプリセット）を開きます。［File］→［New Bank］
と同じ機能です。

現在のバンクあるいはプリセットを保存します。［File］→［Save］と同じ機能です。

現在のプリセットをバンク･ウィンドウへ上書きします。［File］→［Store Preset to Bank］と
同じ機能です。

現在のバーチャル･バンクをJ-Stationへ転送します。［File］→［Store Bank to J-Station］と
同じ機能です。

J-Stationのユーザー･バンクを現在のバーチャル･バンク･ウィンドウへ読み込みます。［File］→
［Load Bank from J-Station］と同じ機能です。

バンク･ウィンドウで選択したプリセットをクリップボードへコピーします。［Edit］→［Copy］と
同じ機能です。

コピーしたプリセットをバンク･ウィンドウの選択したロケーションへペーストします。［Edit］
→［Paste］と同じ機能です。

キャビネット･エミュレーションのオン/ オフを設定します。［Util ity］→［Global Cabinet
Emulation］と同じ機能です。

デジタル･アウトプットのドライ･トラック機能をオン/オフします。［Utility］→［Ditital Dry-
Track］と同じ機能です。

デジタル･アウトプットのレベル･ブーストを設定します。［Utility］→［Adjust Digital Boost］と
同じ機能です。

アウトプット･モードのステレオ/モノラルを設定します。［Utility］→［Stereo Output］、［Utility］
→［Mono Output］と同じ機能です。

J-StationのMIDIループ･バック機能のオン/オフを設定します。［Utility］→［MIDI Merge］と
同じ機能です。

J-StationとJ-Editの再同期を行います。［MIDI］→［Resync with J-Station］と同じ機能です。

PCのMIDI設定を手動で行います。［MIDI］→［Settings］と同じ機能です。

ステイタス･バーの機能について：

J-Editの最下段に表示されるステイタス･バーには、J-Editの現在の状態が表示されます。代表的なステイタ
スには、MIDIポートの状態、J-Stationとの同期状態、メニューやアイコンの機能補足などがあります。ステ
イタス･バーは［View］→［Status Ber］を選択し、チェック･マークを外すことでディスプレイから消すこと
ができます。
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J-Editのメニュー：

Fileメニュー：

New Bank

新しいバーチャル･バンク･ウィンドウを制作しま
す。バーチャル･バンクは30のユーザー･プリセッ
トをまとめて管理するためのもので、J-Stationの
プリセットをジャンル分けしたり、曲の進行に合
わせてプリセットを並べたりしたものをP C の
ハードディスクに保存することができます。

New Preset

新しいプリセットを制作します。J-Station上では
現存するプリセットの変更しかできませんが、J-
Editでは白紙状態からプリセットが制作できます。

Open

PCのハードディスクに保存された、プリセット、
およびバンクのファイルを開きます。

Close

アクティブ（最前面）ウィンドウを閉じます。

Load Bank from J-Station

J-Stat ion のメモリーから全てのユーザー･プリ
セットを、現在アクティブなバーチャル･バンク･
ウィンドウへ取り込みます。

Store Bank to J-Station

現在アクティブなバーチャル･バンク･ウィンドウ
のプリセット全てを、J-Stationへ転送します。

Store Preset to Bank

現在アクティブなプリセットをバンク･ウィンドウ
の任意のロケーションへ上書きします。

Save

現在アクティブなプリセット、あるいはバンクを
PCのハードディスクに保存します。名前と注釈を
付加することができます。

Save As

現在アクティブなプリセット、あるいはバンクを
別名あるいは別ディレクトリに保存します。名前
と注釈を付加することができます。

Comments

現在アクティブなプリセット、あるいはバンクに
注釈を入力します（英語のみ）。

Recent Files

最近開いたファイルを最大４つ表示します。

Exit

J-Editを終了します。

Editメニュー：

Copy

バンク･ウィンドウで選択したプリセットをクリッ
プ･ボードへコピーします

Paste

クリップ･ボードのプリセットをバンク･ウィンド
ウの任意のロケーションへペーストします。
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Viewメニュー：

Toolbar

ツールバーの表示/非表示を設定します。

Status Bar

ステイタス･バーの表示/非表示を設定します。

Utilityメニュー：

Global Cabinet Emulation

キャビネット･エミュレーターのオン/オフを設定
します。チェックが付いているときがオンです。

Digital Dry-Track

J-Station のデジタル･アウトプット･オプション
を設定します。チェックが付いていなければノー
マル、チェックが付いていればノイズゲート以降
のエフェクト音をデジタル･ アウトプットから出
力しません。

Adjust Digital Boost

J-Stationからのデジタル･アウトプットがレベル
不足場合、デジタル･ アウトプットをブーストす
ることができます。

Stereo Output

J-Stationをステレオ･アウトプットで使用する場
合はこのメニューを選択します。

Mono Output

J-Stationをモノラル･アウトプットで使用する場
合はこのメニューを選択します。

MIDI Merge

J-StationのMIDIループ･バック機能のオン/オフ
を設定します。チェックが付いていればオンです。

この機能がオンになると、MIDIインからのシグナ
ルをMIDI アウトへ送信します。MIDI 機器のセッ
ティングによってはM I D I シグナルのオーバーフ
ローが起こり制御不能になる場合があります。必要
なときのみオンにするように心がけてください。

MIDIメニュー：

Resync with J-Station

J-StationとJ-Editを再同期させ、J-Stationのメ
モリーとJ-Editのユーザー･バンク･ウィンドウの
内容を一致させます。

Setthing

PCのMIDI設定を変更できます。正常に動作して
いれば設定変更はしないでください。正常に動作
しない場合、ポートの設定等を変更してください。

Auto Detect Feature

メニューには表示されませんが、J-Edit起動時に、
MIDIに関連する設定が前回と異なる場合、この機
能が自動的に作動して最適なMIDI 設定を探し出
します。

Windowメニュー：

Tile Horizontally

現在開いているウィンドウ全てを上下に均等配
置します。

Tile Vertically

現在開いているウィンドウ全てを左右に均等配
置します。

Opened Window

現在開いている全てのウィンドウ･ ネームを表示
し、さらに現在アクティブなウィンドウにチェッ
ク･マークが付きます。
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Helpメニュー：

Help Topics

オンライン･ヘルプ（英語）を開きます。

About J-Edit

J-Edit のバージョン情報などが表示されます。

Bank Window Context Menu：

バンク･ウィンドウのプリセット･ネーム上でマウ
スを右クリックすると現れるメニューです。

Edit Preset

クリックしたプリセットのエディット･ ウィンド
ウを開きます。

Store Preset to Bank

クリックしたプリセットを現在のバンク･ ウィン
ドウあるいは他のバンク･ ウィンドウの任意のロ
ケーションへ上書きします。他のバンクへ保存し
たいのであれば、あらかじめそのバンクをJ-Edit
上に開いておく必要があります。

Export Preset

クリックしたプリセットをファイルに書き出し
ます。名前と注釈が付加できます。

Import Preset

ファイルからプリセットを読み込み、クリックし
たロケーションに上書きします。

読み込むファイルは下図左のアイコンを持った
ファイルを選択してください。下図右のアイコン
はバンク･データの保存されたファイルです。

Copy

クリックされたプリセットをクリップボードに
コピーします。

Pasete

クリップボードのプリセットをクリックしたロ
ケーションにペーストします。

Bank Comments

現在のバンクに注釈（英語のみ）を入力します。

Preset Comments

プリセットに注釈（英語のみ）を入力します。

Rename Preset

クリックしたプリセットの名前を変更します。

Edit Window Context Menu

エディット･ウィンドウのバーチャル･コントロー
ラー以外の場所でクリックすると現れるメ
ニューです。

Store to Bank

現在のプリセットを任意のバンク･ ウィンドウの
任意のロケーションに上書きします。

Save

現在のプリセットを保存します。

Save As

現在のプリセットに別名を付けて保存します。

Comments

現在のプリセットに注釈（英語のみ)を入力します。
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その他：

J-Station側からの操作に関して（？の付いたアイコン）：

J-StationとJ-Editは常に双方向通信しているため、J-Editで操作すればJ-Stationのセッティングも同時に
変わり、逆にJ-Stationで操作をすればJ-Editのエディット･ウィンドウ･セッティングも変わります。

しかし、唯一の例外があり、それは現在のセッティングをJ-Staison側で保存した場合に起こります。

これはJ-Sta t ion 上での保存操作だけが、双方向通信に対応していないために起きる症状で、一時的にJ-
Stationの特定のプリセット情報だけが、J-Editあるいはハードディスク内にバックアップされていないこと
を意味します。このような状況が発生した場合J-Edit はユーザー･バンク･ウィンドウのバック
アップの存在しないプリセットに対して、右図のアイコンを表示し、ユーザーに警告を与えます。

このアイコンは、以下の操作を実行すれば、J-Editあるいはハードディスク内にバックアップを
作成することができるため、通常のアイコンに戻すことができます。

● ユーザー･ バンク･ ウィンドウから警告アイコンの付いているプリセットを右クリックして［S t o r e
Preset to Bank］を実行し、問題のプリセットをユーザー･バンク･ウィンドウに上書きする。

● ユーザー･バンク･ウィンドウから警告アイコンの付いているプリセットを右クリックして［E xpo r t
Preset］を実行し、問題のプリセットをハードディスクに保存する。

オフライン･エディット：

J-EditはJ-Stationを接続しなくても利用可能です。もちろん、サウンドを出すことはできませんから、プリ
セット･エディットは現実的ではありません。しかしながら、バーチャル･バンク･ウィンドウにおけるライブ
ラリーの整理には有効活用できることでしょう。

シグナル･フロー･ダイアグラム：

エディット･ウィンドウの最下段にはJ-Stationの信号経路を示した、シグナル･フロー･ダイアグラムが表示
されます。これは、現在のプリセットにおいて、使用されているエフェクトの明示、エフェクト･セクション
の配置場所をグラフィック表示します。

下図において、アクティブなエフェクトは赤文字、バイパスされているエフェクトは白文字で表示されていま
す。 これらの文字をクリックするとオン/オフを切り替えることができます。ただし、アンプ･モデルはバイパ
スさせることができず、キャビネット･エミュレーターはメニューもしくはツールバー上でしか制御できません。

下図はエフェクト･セクションをプリ･ポジションにした場合です。上図と異なりエフェクト･セクションがア
ンプ･モデルの前に移動していることに注目してください。

また、デジタル･アウトプットのドライ･トラックを有効にした場合、Gate以降のエフェクト音をデジタル･ア
ウトプットから出力しなくなります。アナログ･アウトプットからは全てを通過したサウンドが出力されます。
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オプション･フットコントローラー“J-8”のセッティングについて：

オプション･フットコントローラ“J-8”は、J-Edit 利用中には接続
ポートをJ-Ed i t に占有されてしまうため使用することができませ
ん。そのため“J-8”のエクスプレッション･ペダルに関るセッティ
ングを実際に試すことはできません。

そこでJ-Editでは、“J-8”のエクスプレッション･ペダルと同等の状
態を再現できるバーチャル･コントローラーをエディット･ウィンド
ウに配置しています。右図はエディット･ ウィンドウ内のエクスプ
レッション･セクションです。

最上段の数値およびスライダーはエクスプレッション･ペダルの開閉をコントロールします。スライダーをマ
ウスで左右に動かすことで、エクスプレッション･ペダルの前後運動を再現します。

中段の４つのナンバー･フィールドは、ペダル開閉時の上限値/下限値の設定です。それぞれ上段が上限値の
設定、下段が下限値の設定フィールドです。そして右側が通常のパラメーター･コントロール用、左側がワウ
専用となっています。

最下段左のバーチャル･スイッチはワウのオン/オフ･スイッチです。マウスでクリックする度にオン/オフが
切り替わり、赤く強調されている状態がワウ･オン（この時通常のエクスプレッション･コントロールはできま
せん）です。

最下段右のタイプ･セレクト･フィールドは、エクスプレッション･ペダルで制御するパラメーターを選択する
フィールドです。

MIDI環境の手動設定について：

J-Edit にはオート･ディテクト機能が組み込まれているため、J-Edit 起動時に、自動的に最適なMIDI セット
アップを行いますが、PCに複数のMIDIポートが存在している場合、必ずしもユーザーが意図したポートを
選択してくれとは限りません。このような状況の場合にユーザーは、手動でMIDI環境の設定を変えることが
できます。

● ［MIDI］→［Setting］を実行します。J-Editは以下のウィンドウを表示します。

● MIDI In Port: 現在利用可能なMIDIインプット･ポートがプルダウン･メニューで表示されます。

MIDI Out Port: 現在利用可能なMIDIアウトプット･ポートがプルダウン･メニューで表示されます。

希望するポートを選択してください。
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● MIDI Channel: 現在J-Stationと通信を行っているMIDIチャンネルが表示されます。

SysEx Device ID: システム･エクスクルーシブ･メッセージ専用の IDナンバーです。

J-Stationと通信を行うための重要な項目です。J-Stationのユーティリティー･メニュー→MIDIチャン
ネルで設定したチャンネル･ナンバーと同一のナンバーを、MIDI ChannelとSysEx Device IDの両方に
設定します。J-Edit ではMIDI ChannelとSysEx Device IDに異なるナンバーが入力された場合、J-
Stationとの通信が不能になります。

● Auto Configure: 現在最適と思われるMIDIポートを自動設定します。これはポート検出だけを行う機能
で、MIDIチャンネルの自動検出を行う機能は組み込まれていません。MIDIチャンネルに関る設定は、す
べてJ-Stationの設定に準じて手動で行ってください。

最新情報の取得：

http://www.johnson-amp.com

Johnson J-StationおよびJ-Editに関連する最新情報が公開されています（英語）。
最新版のJ-Editや J-Stationのファームウェア（英語版）はここから入手できます。

このサイトに公開されている情報に関して、弊社ではお答えできない項目もあります。
あらかじめご了承ください。

http://www.fernandes.co.jp

www.johnson-amp.comにて公開された情報の内、日本語環境で動作が確認できたソフトウェア情報、弊社
にて解答のできるハードウェア情報、日本語化されたマニュアル情報等を公開します。

お問い合わせ先：

株式会社フェルナンデス  輸入機器事業部
〒161-0033東京都新宿区下落2-14-26
TEL & FAX: 03-3950-8013  （月ー金 午前10:00～午後6:00）
E-mail: support@fernandes.co.jp

http://www.johnson-amp.com/
http://www.fernandes.co.jp/
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